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　　被災地にも
　　　　　　幸福が届きますように・・・幸福が届きますように・・・
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 おおい町議会議員決まる

（
議
席
番
号
順　

敬
称
略
）

小川副議長小川副議長

２

新谷議長新谷議長

議会の構成は次のように決まりました

総
務
常
任
委
員
会

委
員
長　
　

森
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正
美

副
委
員
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新
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欣
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尾
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予
算
決
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宗
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浜
上　

雄
一
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啓
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森
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精
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松
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史
知

　
　
　
　
　

尾
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和
枝

原
子
力
発
電
対
策
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

松
井　

榮
治

副
委
員
長　

浜
上　

雄
一

委　
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中
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小
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宗
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猿
橋　

啓
一

　
　
　
　
　

松
宮　

史
知

広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　
　

松
宮　

史
知

副
委
員
長　

森
口　

精
治

委　

員　
　

小
川　

宗
一

　
　
　
　
　

森
内　

正
美

　
　
　
　
　

今
川　

直
樹

　
　
　
　
　

尾
谷　

和
枝

企
業
誘
致
等
特
別
委
員
会

委
員
長　

　

中
本　

茂

副
委
員
長　

今
川　

直
樹

委　

員　
　

中
塚　

寛

　
　
　
　
　

浜
上　

雄
一

　
　
　
　
　

猿
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啓
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森
口　

精
治

　
　
　
　
　

尾
谷　

和
枝

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　
　

中
本　

茂

副
委
員
長　

中
塚　

寛

委　

員　

   

猿
橋　

巧

　
　
　
　
　

古
石　

寛

　
　
　
　
　

森
内　

正
美

　
　
　
　
　

森
口　

精
治

嶺
南
広
域
行
政
組
合
議
会

議
員　
　
　

新
谷　

欣
也

議
員　
　
　

中
塚　

寛

若
狭
消
防
組
合
議
会

議
員　

　
　

猿
橋　

巧

議
員　
　
　

中
本　

茂

公
立
小
浜
病
院
組
合
議
会

議
員　
　
　

松
井　

榮
治

議
員　

　
　

森
内　

正
美

福
井
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
議
会

議
員　

　
　

新
谷　

欣
也

4 月 24 日に町議会議員選挙が行われ、14人の新しい議員が決まりました。
また、5月 10 日には議会臨時会が開かれ、議長に新谷欣也氏、副議長に小川宗一氏がそれぞれ選任されました。



　

こ
の
ほ
ど
、
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯

の
各
施
設
を
使
っ
た
初
め
て
の
結

婚
式
が
あ
り
ま
し
た
。
式
を
挙
げ

ら
れ
た
の
は
、新
郎
謙
治
さ
ん
（
大

阪
市
）
と
新
婦
博
子
さ
ん
（
若
狭

町
）
の
お
二
人
。
当
初
は
、
観
光

船
と
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
マ
リ
ー
ナ

の
ボ
ー
ト
を
使
用
し
た
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
挙
式
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
当
日
は
あ
い
に
く
の
雨
。

や
む
な
く
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
は
中
止

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
人

前
式
が
執
り
行
わ
れ
た
マ
リ
ー
ナ

の
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
二
階
フ
ロ
ア
は
、

立
ち
並
ぶ
ヨ
ッ
ト
の
マ
ス
ト
を
見

渡
せ
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
、

清
潔
感
と
リ
ゾ
ー
ト
な
ら
で
は
の

高
級
感
に
包
ま
れ
、
素
敵
な
心
に

残
る
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
郎
は
「
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
と
こ
ろ
で
式
を
挙
げ
ら
れ
る

こ
と
が
嬉
し
い
、
彼
女
が
い
つ
ま

で
も
笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
努

め
た
い
。」
と
、
ま
た
新
婦
は
「
彼

が
い
つ
で
も
楽
し
く
過
ご
し
、
癒

や
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
尽
く
し

ま
す
。」
と
参
列
者
の
前
で
誓
い
ま

し
た
。
ま
た
、
二
人
に
は
、
株
式

会
社
わ
か
さ
大
飯
マ
リ
ン
ワ
ー
ル

ド
か
ら
記
念
の
ワ
イ
ン
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
も
行
わ
れ
る
な
ど
、
ス
タ
ッ

フ
も
精
い
っ
ぱ
い
の
も
て
な
し
で

新
郎
・
新
婦
に
聞
き
ま
し
た

　青戸クルージングは
                   2つの特別優待を実施中です！

３

二
人
の
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た
。

　

披
露
宴
会
場
と
な
っ
た
レ
ス
ト

ラ
ン
さ
ぼ
う
る
で
は
、
特
別
メ

ニ
ュ
ー
と
し
て
、
お
お
い
町
で
と

れ
た
鯖
の
へ
し
こ
や
肉
、
魚
料
理

が
数
多
く
揃
い
、
約
60
人
の
出
席

者
は
、
ど
の
料
理
も
美
味
し
い
と

終
始
笑
顔
で
し
た
。

　

日
が
暮
れ
て
く
る
と
、
ホ
テ
ル

は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
、
そ
れ
は

ま
る
で
披
露
宴
会
場
全
体
が
海
の

上
に
浮
か
ん
で
い
る
か
の
よ
う
な

幻
想
的
な
シ
チ
ュ
エ
ー
シ
ョ
ン
と

な
り
ま
し
た
。

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
初

う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
初

ー
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
挙
式
さ
れ
る

こ
と
を
決
め
た
き
っ
か
け
は
ー

　

二
人
と
も
海
が
大
好
き
で
、
海

に
囲
ま
れ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
場

所
で
、
結
婚
式
を
挙
げ
た
い
と
思

い
ま
し
た
。

ー
あ
い
に
く
の
天
気
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
挙
式
後
の
感
想
は
ー

　

こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
と
こ

ろ
で
挙
式
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い

で
す
。

参
列
者
に
も
聞
き
ま
し
た

ー
う
み
ん
ぴ
あ
大
飯
で
挙
式
さ
れ

る
と
聞
い
た
と
き
、
ど
う
感
じ
ま

し
た
か
ー

　

お
お
い
町
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、

こ
の
場
所
で
初
め
て
の
挙
式
と
い
う

こ
と
で
、
正
直
多
少
の
不
安
は
あ
り

ま
し
た
。
で
す
が
、
打
合
せ
で
、
一

度
訪
れ
た
と
き
に
、
二
人
が
こ
こ
を

選
ん
だ
理
由
が
よ
く
分
か
り
ま
し

た
。

ー
ホ
テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ
を
訪
れ
て

み
た
感
想
は
い
か
が
で
す
か
ー

　

こ
ん
な
に
素
敵
な
場
所
と
は
想

像
で
き
な
か
っ
た
。
何
よ
り
ホ
テ

ル
か
ら
見
え
る
景
色
が
、
と
て
も

綺
麗
で
心
が
や
す
ま
り
、
幸
せ
な

気
分
に
浸
れ
ま
す
。

ー
今
日
の
お
料
理
は
い
か
が
で
す

か
ー

　

や
っ
ぱ
り
、
魚
介
類
が
美
味
し

い
で
す
。

ー
ま
た
、
ホ
テ
ル
う
み
ん
ぴ
あ
、

お
お
い
町
を
訪
れ
た
い
で
す
か
ー

　

晴
れ
な
ら
是
非
（
笑
）
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　あらたな農地法では、これまで農業委員会が行ってきた

　「農地パトロール」が法定化されました！

　農地の権利を有するものは・・・

　「農地を農地として利用する責
・
務
・
」があります！

１ 遊休農地が発生すると 環境の悪化につながります

農地は荒らさず耕作しましょう！２

　　　　　　　農業委員会が
　　　　農地の利用状況を調査します！

長い間お疲れ様でした！赤松さん

　農業委員会（農林水産振興課内）

　☎ 77・1111

会　長　早川　眞弘（名田庄三重）
副会長　松宮　一仁（2区）
　　　　筒井　信秀（小車田）
　　　　大道　定雄（宮留）

理　事　栗田　良隆（福谷）
　　　　松井　健治（広岡）
　　　　池田　一宏（尾内）
　　　　間島　宏　 （１０の１区）
　　　　井ノ本　堅三（南浦）
　　　　糀谷　秀行（名田庄下）
監　事　石黒　崇三（１５区）
　　　　門野　幸己（名田庄中）

区長連絡協議会役員決まる
　5月 13 日に、役
場正庁で区長連絡協
議会が開かれ、新し
い役員が次の方々に
決まりました。

早川会長



　毎日の暮らしの中で、主に国の仕事について「困っていること」
や「要望したいこと」または「苦情」などはありませんか？
　相談事があっても、直接言いにくいという人のために、その解決
や実現のお手伝いをするのが、総務大臣から委嘱された「行政相談
委員」です。
　相談は、口頭、電話、書面のいずれの方法でも結構です。また、
県や町の仕事についての内容でも結構です。相談は無料で、秘密は
固く守ります。
　次のとおり、定例行政相談も開催していますので、お気軽にご相
談ください。

5

【免許の種類】
免許の種類 使用できる猟具の種類

網猟免許 　　網（むそう網、はり網、つき網、なげ網）

わな猟免許 　　わな（くくりわな、はこわな、はこおとし、囲いわな）

第一種銃猟免許 　　装薬銃（ライフル銃・散弾銃）、空気銃（圧縮ガス銃を含む）

第二種銃猟免許 　　空気銃（圧縮ガス銃を含む）

【試験案内】
試験日 試験時間 試験会場 申請期間

平成 23年 7月 3日㈫ 9:30 ～ 17:30
三方公民館

三方上中郡若狭町中央 1-2

平成 23年 5月 13日㈮から

平成 23年 6月 10日㈮まで

【対象者】
　①福井県内に住所を有する満 20歳以上（受験日現在）の人で、新たに狩猟免許を取得しようとする人（初心者）
　②現に取得している狩猟免許と異なる種類の狩猟免許を取得しようとする人（経験者）

　嶺南振興局　林業・木材活用課

　☎ 0770・56・2218

【講習会案内】
日程 実施日 時間 講習内容 講習会場

第 1日目 平成 23年 6月 25日㈯ 9:00〰16:30
関係法令・鳥獣判別・模擬

試験等

若狭町歴史文化会館 2階

若狭町市場 20-17

第 2日目 平成 23年 6月 26日㈰ 9:00〰16:30
模擬銃・猟具等の取扱い、

銃の目測実習、模擬試験

狩猟免許試験のお知らせ
　狩猟をしようとする人は、法定猟法の種類に応じた狩猟免許試験に合格し、狩猟免許を取得した後、

狩猟をしようとする都道府県で、毎年狩猟者登録を行う必要があります。

　狩猟を志す方を対象に、適性なる狩猟マナーと安全で的確な技能を、「狩猟免許」取得に必要なポイ
ントを中心にまとめた講習会も、以下のとおり開催されます。

長い間お疲れ様でした！赤松さん長い間お疲れ様でした！赤松さん

　赤松祐亨さんは、昭和52年に委嘱されて

から34年間にわたり、行政相談委員を務め

られました。この期間中に総務庁長官表彰（現

総務大臣）を受賞、内閣総理大臣主催の「桜

を見る会」に招待され、平成14年には叙勲

を受賞されました。最後に、福井行政相談委

員協議会長を務められ、今年の3月末をもっ

て退任されました。

　たいへんお疲れ様でした。

福尾達雄さん福尾達雄さん

4月20日に総務大臣から感謝状が贈られました4月20日に総務大臣から感謝状が贈られました

■　大飯地域
　　と　き　　毎月第1金曜日　9時～11時30分
　　ところ　　あみーシャン大飯
　　担　当　　万願寺の福尾達雄さん（☎77-0894）
                      があらたに委嘱されました。
■　名田庄地域
　　と　き　　毎月第2木曜日　13時～15時　
　　ところ　　名田庄総合事務所
　　担　当　　納田終の中野岩二郎さん（☎67-3255）  
　　　　　　 が引き続き委嘱されました。

行政についてお気軽にご相談を！行政についてお気軽にご相談を！

中野岩二郎さん中野岩二郎さん 早川会長
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わ
う
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

終
了
後
、
児
童
か
ら
「
手
作
り
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
カ
ー
ド
」
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
、

思
わ
ぬ
可
愛
ら
し
い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
手

に
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
、
さ
ら

に
感
慨
深
い
ひ
と
時
と
な
り
ま
し
た
。

な
ご
み
で
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
は
・
・
・

　　

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
使
用
す
る
衣
装
や
レ

イ
は
、
と
て
も
鮮
や
か
な
色
彩
で
す
が
、

あ
え
て
、
見
え
て
当
た
り
前
の
色
を
意
識

す
る
こ
と
で
生
活
に
潤
い
を
持
ち
、「
色

を
取
り
戻
す
こ
と
」
で
認
知
症
の
進
行

を
遅
ら
せ
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、
あ

る
い
は
周
辺
症
状
が
軽
減
さ
れ
る
か
も

し
れ
な
い
と
い
う
提
案
を
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
な
げ
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
「
色
を
意
識
す
る
」
と
い
う
新
し

い
ケ
ア
の
方
法
は
、「
彩
色
ケ
ア
が
認
知

症
を
変
え
る
！
」（
㈱
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
イ

エ
ン
ス
社
）
を
参
考
に
し
て
い
ま
す
。

　

な
ご
み
の
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
」
は
月
に

1
回
（
水
曜
日
）、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
時
間
に
行
っ
て
い
ま
す
。
興
味
・
関

心
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
、
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
う
♪

わセ思ににな

名田庄診療所長　中村伸一

　

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
中
に
、
た

ま
た
ま
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
た
イ

グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
の
記
事
が
目
に
つ
き

ま
し
た
。 

１
９
９
１
年
に
設
立
さ
れ

た
イ
グ
ノ
ー
ベ
ル
賞
は 

ノ
ー
ベ
ル
賞

の
パ
ロ
デ
ィ
で
、「
人
々
を
笑
わ
せ
、

そ
し
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
研
究
」

に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
賞
で
す
。

　

２
０
０
８
年
の
受
賞
者
の
ひ
と
り

に
、
行
動
経
済
学
の
第
一
人
者
、
ダ

ン
・
ア
リ
エ
リ
ー
教
授
が
い
ま
し
た
。

受
賞
し
た
研
究
内
容
と
は
別
に
、
こ

の
人
自
身
に
興
味
を
持
っ
た
の
で
い

ろ
い
ろ
と
検
索
し
て
み
る
と
、
実
に

お
も
し
ろ
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　

彼
は
あ
る
と
き
、
イ
ギ
リ
ス
の
新

聞
紙
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
の
広
告
に

疑
問
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
の
広
告
は
、

ウ
ェ
ブ
版
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
版
）

も
し
く
は
新
聞
（
印
刷
版
）
の
定
期

購
読
の
申
し
込
み
だ
っ
た
の
で
す
が
、

実
に
お
か
し
な
選
択
肢
で
し
た
。

＊
ウ
ェ
ブ
版
＝
年
間
59
ド
ル

＊
新
聞
＝
年
間
１
２
５
ド
ル

＊
ウ
ェ
ブ
版
と
新
聞
＝
年
間
１
２
５
ド
ル

　　　

本
来
、
真
ん
中
の
選
択
肢
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
う
考
え
て
も
、
損

で
す
か
ら
ね
。　

　

そ
こ
で
彼
は
、
自
ら
が
教き

ょ
う
べ
ん鞭
を

と
る
、
名
門
大
学
と
し
て
有
名
な
マ

サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科
大
学
の
学
生

１
０
０
人
に
対
し
て
「
ど
ち
ら
を
選
ぶ

か
？
」
と
い
う
実
験
を
行
い
ま
し
た
。

す
る
と
、
や
は
り
予
想
通
り
、
真
ん
中

を
選
ぶ
人
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

＊
ウ
ェ
ブ
版
＝
年
間
59
ド
ル  （
16
％
）

＊
新
聞
＝
年
間
１
２
５
ド
ル
（
０
％
）     

＊
ウ
ェ
ブ
版
と
新
聞
＝
年
間
１
２
５
ド
ル

（
84
％
）

　

し
か
し
、
こ
こ
か
ら
不
必
要
に
思

え
る
真
ん
中
の
選
択
肢
を
取
り
除
き
、

同
じ
大
学
の
別
の
学
生
１
０
０
人
に

対
し
て
同
じ
質
問
を
し
た
と
こ
ろ
、

結
果
は
次
の
よ
う
に
変
化
し
ま
し
た
。

＊
ウ
ェ
ブ
版
＝
年
間
59
ド
ル
（
68
％
）

＊
ウ
ェ
ブ
版
と
新
聞
＝

　
　
　
　

年
間
１
２
５
ド
ル
（
32
％
）

　　

不
必
要
な
選
択
肢
を
取
り
除
い
た

だ
け
で
、
人
気
が
な
か
っ
た
は
ず
の

ウ
ェ
ブ
版
の
希
望
者
は
16
％
か
ら

68
％
に
増
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
一

番
人
気
だ
っ
た
は
ず
の
ウ
ェ
ブ
版
と

新
聞
の
両
方
の
希
望
者
は
84
％
か
ら

32
％
に
減
少
し
た
の
で
す
。

　

つ
ま
り
、
真
ん
中
の
「
新
聞
の
定

期
購
読
」
は
「
誰
も
選
ば
な
い
」
選

択
肢
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
必
要

な
選
択
肢
で
は
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、

よ
り
値
段
の
高
い
方
を
魅
力
的
に
見

せ
る
た
め
に
必
要
な
、
い
わ
ば
「
お

と
り
」
の
選
択
肢
だ
っ
た
の
で
す
。

　
「
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
」
は
ウ
ェ
ブ
版
と

新
聞
の
両
方
を
選
ぶ
顧
客
を
ま
ん
ま

と
多
数
、
獲
得
で
き
た
ら
し
い
の
で

す
。「
お
と
り
効
果
」、お
そ
る
べ
し
！

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み　
　

☎
77
・
３
１
８
４

　
　
　
　
　
　
　
　

  

※
電
話
受
付
は
、
８
時
30
分
か
ら
17
時
ま
で
で
す
。

人
の
判
断
基
準
は
正
し
い
か
？ 

〜
不
思
議
な
「
お
と
り
」
効
果
と
は
〜

　

3
月
1
日
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
講
師
の
指
導

の
も
と
、
本
郷
小
学
校
1
年
生
の
児
童
を

招
き
、『
フ
ラ
ダ
ン
ス
交
流
会
』
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

参
加
者
ら
は
、
レ
イ
（
首
飾
り
）
を
身

に
ま
と
い
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
を
着
た
職

員
と
一
緒
に
フ
ラ
ダ
ン
ス
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
腰
の
振
り
方
や
手
の
動
き
な
ど
踊
り

方
に
は
こ
だ
わ
ら
ず
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た

音
楽
に
合
わ
せ
そ
れ
ぞ
れ
が
手
や
顔
を
動

か
し
、
笑
顔
で
楽
し
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
カ
ラ
フ
ル
な
衣
装
や
レ
イ
は
、

見
て
い
る
だ
け
で
も
楽
し
い
気
持
ち
に

な
れ
、
ま
た
、
女
性
の
皆
さ
ん
は
、
赤

や
ピ
ン
ク
の
口
紅
を
塗
る
こ
と
で
、
照

れ
な
が
ら
も
普
段
と
は
違
う
感
覚
を
味

行
事
な
ど
を
通
じ
た
地
域
と
の
交
流

 

こ
ち
ら

　

     
     

介
護
老
人
保
健
施
設　

介
護
老
人
保
健
施
設　

な
ご
み

な
ご
み
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お気軽にご相談ください

保健福祉センターなごみ内

地域包括支援センター ☎ 77・2770
あっとほ～むいきいき館内

保健福祉室　　　　　 ☎67・2000

問い合わせ問い合わせ？？？

地域包括支援センター通信通信

サービスの種類 対象となる方 内容

給食サービス
買い物や調理が困難な65歳以上のひとり暮らし高齢者や

高齢者世帯

食の自立が困難な高齢者等にお弁当を配達
し、あわせて安否確認を行います。（月4回）

寝具洗濯乾燥消毒
サービス

65歳以上のひとり暮らし高齢者や高齢者世帯

重度心身障害者等

寝具の洗濯乾燥などが困難な方に寝具の洗濯
乾燥サービスを行います（年3回）

生活支援ヘルパー 介護保険の要介護認定において「非該当」と認定された方

で家事等のお手伝いの必要な方

調理や買物、洗濯などの生活支援が必要な方
にヘルパーがお手伝いします。

生きがいデイサービス 介護保険の要介護認定において「非該当」と認定された方

などで、介護予防の必要な方

通所介護事業所に通所し、閉じこもり等の予
防を図ります。

サービスの種類 対象となる方 内容

すこやか介護用品
支給事業

介護保険の要介護認定で要支援1以上の認定を受けて

いる方（介護保険施設を利用している方を除く）

紙おむつ等の介護用品の購入に対して購入費を
助成します。

住環境整備事業
介護保険の要介護認定で要支援1以上の認定を受

けている方（介護保険施設を利用している方を除く）

介護保険の住宅改修の対象とはならない住宅の改造で、
介護に必要な改造に対して費用の一部を助成します。

在宅要介護高齢者介
護支援金支給事業

介護保険の要介護認定において要介護 4、5の

認定を受けている方を在宅で介護している家族

在宅で要介護4、5の方を、月の半分以上介護し
ている家族の方に支援金を支給します。

おおい町のおおい町の
　「　「高齢者福祉サービス高齢者福祉サービス」」　（その 2）

　前回に引き続き、今回も町の高齢者福祉サービスについてご紹介します。
　今回は、生活支援や在宅で介護をされている方へのサービスです。
それぞれの福祉サービスを受けるためには、一定の条件等もあり、利用
する前には申請や調査が必要となりますので、詳しくはなごみ保健課地
域包括支援センターまたは保健福祉室までお問い合わせください。

●生活支援

●在宅での介護
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　スーパー大火勢実行委員会により、8月6日の開催が決
定したスーパー大火勢で使用する萱

かや

を、乾燥させる作業が
行われました。
　一昨年に刈って、倉庫に寝かせておいた萱を、晴天の下
で十分に乾燥させ、今年の大火勢の成功を願いました。祭
り当日は、みんなの想いがこもった大火勢が、勢いよく燃
え盛ることでしょう。　　　　（5月14日　大浦倉庫ほか）

には大きく実れ！
5歳児世代間交流保育　田植え秋

　国の特別天然記念物に指定されているコウノトリが
岡安区、長井区にそれぞれ１羽ずつ飛来しました。コ
ウノトリが訪れる場所には、幸福が訪れるという言い
伝えがあり、何か良いことが起こる前触れであるとい
いですね。自然豊かなおおい町を悠然と舞う姿を、ずっ
と温かく見守りたいものです。　　（5月8日　岡安区）

うこそ、ござんしたよ

　写真に興味のある、カメラ初心者の方を対象に、写真
教室が行われました。1回目の教室には 7人が参加し、
講師の知見治さんから、映える写真の撮り方を教わりま
した。好天の下、素材をもとめて歩きまわり、思い思い
の被写体を発見すると、夢中でシャッターを押し続けて
いました。　　　
　次回は8月開催予定です。　　（5月8日　名田庄流星館）

に残る一枚を
春の写真教室心だいま準備中たスーパー大火勢萱干し作業

　名田庄保育園の年長児19人が参加し、農家の西忠彦
さんらの指導を受けながら、もち米の田植えに挑戦しま
した。最初は恐る恐る田んぼに入っていた子どもたちも、
慣れてくると泥だらけになって、夢中で田植えを楽しん
でいました。子どもたちに、食べ物が作られる過程や苦
労、楽しさを学んでほしいと企画されたこの田植えは、
今回で 3回目。秋に実ったもち米を収穫し、餅つきを
して味わいます。　　　　　　（5月13日　名田庄下区）

コウノトリ飛来
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今ござんせフェスティバル２０１１

年もファミリーで大賑わい！
　きのこの森を代表する恒例のイベントは、今年で
13回目の開催となりました。キャラクターショー
やニジマス釣りのほか、今年から新たに玉入れや大
玉リレーなどの種目を行う「親子運動会」、新緑の
山々に向かって大声を出す「大声コンテスト」や「き
のこの森の音楽界」などの楽しいイベントが開催さ
れ、連休期間中を通じてたくさんの家族連れで賑わ
い、おおいに盛り上がりました。嬉しさいっぱいの
子どもたちの笑顔が、とても輝いていました。
（４月29日、30日　5月 3日、4日　きのこの森）

大ふるさとファミリーウォーク

島の海沿いを歩く
　今年は、大島地区のはまかぜ交流センターをスター
ト地点とし、海沿いの道を、潮の匂いを楽しみながら、
約 600 人の参加者が 7.2kmのコースを元気よく歩き
ました。当日は、透きとおるような青空の下、この上
ないウォーキング日和。参加した子どもたちの中には
スタート直後から猛ダッシュする子もおり、無事ゴー
ルできるのかな・・・と心配はご無用。ゴール付近で
も猛ダッシュ！どうやら子どもたちのスタミナは無尽
蔵のようです。体に衰えが出ている方々、次の機会に
は是非ご参加を！
（5月15日　ふるさとファミリーウォーク　大島地区）



木木 金金 土土

私たちは、昭和56年に設立し、
今年で30年目の節目を迎えま
す。毎週、金曜日に練習を重ね、
名田庄文化祭や名田庄保育園の
クリスマス会など様々な場所で
発表させていただくことができ
るようになりました。
音楽を通して自分たちの喜び

と、そして、聞いている人たち
が幸せな気分になれるよう想い
を込めています。
興味のある方は、気軽に参加

してください。

ゲートボール教室
13:30～17:00
対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

18

生涯学習の新たな拠点「ぶらっと」

この春、里山文化交流センター（愛
称：ぶらっと）が完成しました。
自由に楽しく学ぶ生涯学習の新たな拠

点施設として、多くの方に利用していた
だくことを目指しています。
現在、10月1日のオープンに向けて、

建物の周辺整備や外構工事などを行って

います。
また、図書や備品の整備も進めており

ますので、もう少しお待ちください。
なお、引っ越しや開館準備のため名田

庄図書館は7月1日から9月30日まで休
館させていただきます。ご不便をおかけ
しますが、ご了承ください。

文化少年団活動
（手こぎ舟体験教室）
13:30～15:30
集合　はまかぜ交流センター

フラワーアレンジメント教室
19:30～21:00
講師　柿本 紀子 氏
参加料　2,000円（材料代）
場所　総合町民センター

3
サ～クル紹介

おおい町教育委員会事務局
（中央公民館） 177-1150

佐分利公民館　178-1211
大島公民館　　177-3011
名田庄公民館　167-3702
大飯図書館
・史料館　177-2820

名田庄図書館　167-3703

お問い合わせは

バスケットボール教室
19:30～21:00
対象　小学生以上
場所　総合運動公園体育館

2,16

フラメンコ教室
20:00～21:30
講師　石田ちなみ氏
場所　総合町民センター

9,23

読書会
「源氏物語を読む」

13:30～15:00
場所　名田庄図書館

9

日本の童謡を歌おう
13:30～15:00
講師　中尾 雍子氏
場所　総合町民センター

4,18

暦会館・佐分利公民館連携講座

第2回暦教室
10:00～
内容　四神と二十八宿
講師　暦会館　藤田館長
場所　ふるさと交流センター

11

親子ふれあい工作教室
14:00～
講師　公民館職員

ボランティア
場所　ふるさと交流センター

申込　佐分利公民館

25
文化少年団活動
（伝統芸能体験）
13:30～15:30
場所　総合町民センター

絵手紙教室
13:00～15:00
講師　渡辺　淳 氏
場所　ふるさと交流センター

お話し会と折り紙で遊ぼう
14:00～15:00
対象　小学生
演じ手　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

18

ボランティア講習会
15:00～16:00
内容　読み聞かせ学習
対象　一般
場所　大飯図書館

事日誌工

やまびこコーラス

代表者　上北孝子さん

大
学
開
放

日日
時時
　　
66
月月
1100
日日
（（
金金
））

1199
時時
3300
分分
〜〜
　　
場場
所所
　　
山山
村村
開開
発発
セセ
ンン
タタ
ーー

講講
師師
　　
内内
山山
秀秀
樹樹
氏氏
　　
（（
仁仁
愛愛
女女
子子
短短
期期
大大
学学
生生
活活
学学
科科
教教
授授
））

テテ
ーー
ママ
「「
里里
山山
文文
化化
交交
流流
セセ
ンン
タタ
ーー
のの

よよ
りり
よよ
いい
施施
設設
運運
営営
のの
たた
めめ
にに
」」

ブックスタート
お話し会
14:00～14:30
演じ手　図書館ボランティア
場所　保健センターなごみ

（６ヶ月健診時に実施）
問い合わせ　大飯図書館

暦会館・佐分利公民館連携講座

第1回歴史教室
10:00～
内容　古事記をやさしく読もう
講師　暦会館　藤田館長
申込　佐分利公民館

1010
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月月 火火 水水日日
66月

卓球教室
19:30～21:00
対象　小学3年生～中学3年生
場所　総合運動公園体育館

1,8

愛護センター
大飯支部巡回指導
17:00～
場所　ＪＲ若狭本郷駅周辺

15,30

26

手芸教室
「貝の口（小物入れ）」作り

13:30～15:00
講師　白谷 留美子 氏
参加料　200円（材料代）
場所　大飯図書館

旧鯖街道踏破体験学習スタッフ募集！！

町内小学校5年生を対象とした、「挑
戦！第22回『京は遠ても18里』（旧鯖街
道踏破）体験学習」を8月18日（木）か
ら19日（金）の1泊2日の日程で行います。
名田庄公民館では、一緒に歩いていた

だける方を募集しています。

募集期限は、6月14日（火）まで、募
集人員は2名（先着順）です。
詳しくは、名田庄公民館までお問い

合わせください。

11日(土) 13:30～16:00
12日(日)   9:30～12:00

●対象　小中学生、4歳以上の
未就学児と保護者

◆参加料　100円（保険代）
◆場所　総合運動公園多目的

グラウンド

19

5

読書会
10:00～11:30
対象　一般
場所　大飯図書館

布えほんサークル活動
13:30～15:30
対象　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

生生
涯涯
学学
習習
カカ
レレ
ンン
ダダ
ーー

ブックスタート
10:00～10:30

ブランケットファミリー
10:00～11:30
場所　名田庄図書館

お話し会とわらべ歌あそび
11:00～11:30
対象　0歳児～
演じ手　図書館ボランティア
場所　大飯図書館

28

フラダンス教室
19:30～21:00
講師　荒木 和枝 氏
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

8,22

英会話教室
7日,14日,21日,28日(火)

◆幼児、児童コース
19:30～20:15

◆一般コース
20:30～21:30

講師：ローラ・アレン 氏
ムニ・コナー 氏

場所　総合町民センター

えほん勉強会
9:30～11:30
場所　名田庄図書館

12

バランスボール教室
19:30～21:00
対象　一般
場所　はまかぜ交流センター

3,10,17

【内容】★劇　★パネルシアター
★読み聞かせ　★工作
★古本市 など

時間　9:30～11:30
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄図書館

終点の出町商店街で記念撮影(22年度)

布絵本の会
9:30～11:30
場所　名田庄図書館

13

講
座

日日
時時
　　
66
月月
1100
日日
（（
金金
））

1199
時時
3300
分分
〜〜
　　
場場
所所
　　
山山
村村
開開
発発
セセ
ンン
タタ
ーー

講講
師師
　　
内内
山山
秀秀
樹樹
氏氏
　　
（（
仁仁
愛愛
女女
子子
短短
期期
大大
学学
生生
活活
学学
科科
教教
授授
））

テテ
ーー
ママ
「「
里里
山山
文文
化化
交交
流流
セセ
ンン
タタ
ーー
のの

よよ
りり
よよ
いい
施施
設設
運運
営営
のの
たた
めめ
にに
」」

きらきら寄席
開演　14:00～
出演　桂雀松、桂米左、桂鯛蔵

（桂米朝事務所）
入場料　500円
場所　山村開発センター
問い合わせ　名田庄公民館

押し花教室
13:30～16:00
参加料　2,000円（材料代）
場所　山村開発センター
申込　名田庄公民館

15

18

32,16

9,23

9

4,18

11

25

18

日日
時時
　　
66
月月
1100
日日
（（
金金
））

1199
時時
3300
分分
〜〜
　　
場場
所所
　　
山山
村村
開開
発発
セセ
ンン
タタ
ーー

講講
師師
　　
内内
山山
秀秀
樹樹
氏氏
　　
（（
仁仁
愛愛
女女
子子
短短
期期
大大
学学
生生
活活
学学
科科
教教
授授
））

テテ
ーー
ママ
「「
里里
山山
文文
化化
交交
流流
セセ
ンン
タタ
ーー
のの

よよ
りり
よよ
いい
施施
設設
運運
営営
のの
たた
めめ
にに
」」
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（
月
・
水
・
金
）

　
　
　
　

小
浜
マ
マ
ー
ス
ト
ア
ー

　
　
　
　
（
火
・
木
・
土
・
日
）

▼
受
験
資
格

　

平
成
2
年
4
月
2
日
か
ら

　

平
成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
者

▼
試
験
の
程
度

　

高
等
学
校
卒
業
程
度

▼
試
験
申
込
受
付
期
間　

　

6
月
21
日
㈫
か
ら
28
日
㈫
ま
で

▼
試
験
日
お
よ
び
試
験
種
目

　

第
1
次
試
験

　
　

9
月
4
日
㈰

　

第
2
次
試
験

10
月
13
日
㈭
か
ら
20
日
㈭
ま
で

の
指
定
す
る
1
日

▼
合
格
発
表

　
　

11
月
10
日
㈭

お
知
ら
せ

■おおい町役場■おおい町役場
　℡77-1111㈹
   （教育委員会事務局）
　☎ 77-1150

■名田庄総合事務所■名田庄総合事務所
　☎ 67-2222㈹

■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」■保健福祉ｾﾝﾀｰ「なごみ」
   （なごみ保健課）
　☎ 77-1155㈹

■あっとほ～むいきいき館■あっとほ～むいきいき館
   （保健福祉室）
　☎ 67-2000㈹

■ iネットぴあプラザ■ iネットぴあプラザ
   （電子情報課）
　☎ 77-9030

　

ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
（
平
成
23
年

7
月
24
日
）
ま
で
、
あ
と
２
ヵ
月
と

な
り
ま
し
た
。

　

ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
の
ま
ま
で
は
、

Ｔ
Ｖ
放
送
を
見
る
こ
と
が
出
来
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ

に
買
い
換
え
る
、
ま
た
は
、
デ
ジ
タ

ル
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
買
い
足
す
な
ど
、

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
準
備
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
地
デ
ジ
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー
の

開
設
に
つ
い
て

　
地
デ
ジ
に
関
す
る
臨
時
相
談
コ
ー
ナ
ー

が
開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

地
デ
ジ
に
関
す
る
相
談
や
、
問
合
せ

に
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
期
間　

6
月
15
日
〜
8
月
26
日

▼
時
間　

10
時
〜
17
時

▼
場
所　

小
浜
市
役
所
ロ
ビ
ー

地
上
波
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

対
応
に
つ
い
て

人身 2

死者 0

傷者 2

物損 46

町 （平成23年 4月 30日現在）

人権相談人権相談

地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー　
　

☎
0
5
7
0
・
07
・
0
1
0
1

電
子
情
報
課 

☎
77
・
9
0
3
0

日頃の悩みごと、いじめ、不
登校、体罰、その他人権に関
する相談に人権擁護委員が応
じています。相談無料で秘密
は固く守られますのでご安心
ください。

税
務
職
員
募
集
に
つ
い
て

小
浜
税
務
署 

総
務
課

☎
52
・
6
5
0
6

敦
賀
労
働
基
準
監
督
署

☎
０
７
７
0
・
22
・
０
7
4
5

エ
イ
ズ
・
肝
炎
の
夜
間
相
談
・

検
査
に
つ
い
て

　

６
月
の
H
I
V
検
査
普
及
週
間

に
合
わ
せ
て
夜
間
の
相
談
・
検
査
を

実
施
し
ま
す
。

　

検
査
は
無
料
・
匿
名
・
予
約
不
要

で
す
。

◆
日
時
・
場
所

　

6
月
6
日
㈪

　

17
時
30
分
〜
19
時
30
分　

　

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

◆
労
災
保
険
制
度
の
ご
案
内

　

労
働
者
の
方
が
仕
事
中
や
通
勤
中

に
地
震
や
津
波
に
よ
り
、
建
物
が
崩

壊
し
た
こ
と
等
が
原
因
で
被
災
さ
れ

た
場
合
に
は
ご
本
人
や
ご
遺
族
の
方

は
「
労
災
保
険
」
に
よ
る
給
付
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆
労
災
保
険
の
請
求
に
つ
い
て

　

被
災
さ
れ
た
労
働
者
の
方
や
そ

の
ご
遺
族
の
方
が
請
求
を
行
っ
て

い
た
だ
い
た
う
え
で
、
労
災
保
険

の
対
象
と
な
る
か
否
か
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

　

今
回
の
地
震
に
よ
る
ケ
ガ
や
死
亡

等
に
関
す
る
請
求
に
つ
い
て
は
、
全

国
の
す
べ
て
の
監
督
署
で
受
け
付
け

ま
す
。
※
医
師
や
事
業
主
の
証
明
を

受
け
ら
れ
な
い
場
合
で
も
請
求
書
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◆
ご
提
出
い
た
だ
い
た
請
求
書
に
基

づ
き
、
労
働
基
準
監
督
署
で
被
災
状

況
な
ど
調
査
し
た
う
え
で
、
労
災
の

対
象
と
な
る
か
否
か
の
認
定
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。　

テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
0
7
7
6
・
29
・
1
0
9
5

若
狭
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
課　

☎
52
・
1
3
0
0

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る

労
働
保
険
制
度
に
つ
い
て

5
月
31
日
〜
6
月
6
日
は

週
間

た
ば
こ
は
肺
が
ん
を
は
じ
め

多
く
の
病
気
の
危
険
因
子
で
す
！

6月4日～10日は の衛生週間歯歯
「みがこうよ 未来へつなげる じょうぶな歯」

◆８０２０運動を進めよう！
　　（８０才になっても、２０本の歯を保とう）
◆歯の健康は心身の健康にも繋がります。
◆歯の寿命を延ばし、心も体も元気に！
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三さ
ん
ぺ
き
も
く
せ
い

碧
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
未
だ
正
常

に
は
戻
っ
て
い
な
い
。
今
は
進

ま
ず
現
状
の
維
持
に
努
め
ね
ば

大
き
な
痛
手
と
な
る
。
独
走
猛

進
は
厳
禁
。

　
　

一い
っ
ぱ
く
す
い
せ
い

白
水
星

　

本
月
の
運
気
は
、
上
運
と
は

言
え
ぬ
が
衰
運
で
は
な
い
。
一

時
的
な
暗
雲
が
前
途
を
遮
っ
て

い
る
。
然
し
計
画
が
確
実
な
も

の
で
あ
れ
ば
石
橋
を
叩
い
て
渡

る
ご
と
く
慎
重
に
進
む
も
よ
し
。

　
　

二じ

こ

く

ど

せ

い

黒
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
非
常
に
盛
運

の
ご
と
く
見
え
る
が
内
実
は
極

め
て
厳
し
い
運
気
と
な
る
。
油
断

は
大
敵
。
残
念
な
が
ら
信
じ
る
事

の
出
来
ぬ
物
事
も
起
こ
り
得
る
。

独
断
は
厳
禁
。

6月の運気
   （6月６日～7月   （6月６日～7月 66日まで）日まで）

　
　

六り
く
は
く
き
ん
せ
い

白
金
星　

　

本
月
の
運
気
は
、
あ
ま
り
よ

く
な
い
。
何
事
も
余
分
な
事
に

手
を
出
さ
ず
慎
重
に
。
金
銭
上

で
も
思
い
が
け
ぬ
損
失
が
起

こ
っ
て
し
ま
う
。
十
分
な
注
意

が
必
要
に
な
る

　
　

四し
ろ
く
も
く
せ
い

緑
木
星

　

本
月
の
運
気
は
、
変
化
変
動

が
周
囲
で
多
く
落
ち
着
か
ぬ

日
々
が
続
く
。
身
体
の
変
化
に

気
を
配
り
無
理
の
な
い
行
動
が

肝
要
。
知
人
間
で
の
離
別
に
注

意
が
必
要
。
出
会
い
も
あ
り
。

　
　

五ご

お

う

ど

せ

い

黄
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
ま
だ
本
格

的
な
吉
運
に
戻
っ
て
お
ら
ず
引

き
続
き
要
注
意
。
心
の
中
に
あ

る
方
針
は
迷
わ
ず
育
て
て
い
く

こ
と
。
必
ず
芽
が
出
る
。
変
化

変
動
に
迷
わ
ぬ
こ
と
。

　
　

九き
ゅ
う
し
か
せ
い

紫
火
星

　

本
月
の
運
気
は
、
一
変
し
て

好
運
と
な
っ
た
。
し
か
し
未
だ

抜
け
き
ら
ぬ
人
も
多
々
あ
り
全

体
が
好
運
月
と
い
う
わ
け
に
は

い
か
ぬ
。
自
分
の
領
域
を
確
実

に
維
持
す
る
の
も
大
事
。

　
　

七し
ち
せ
き
き
ん
せ
い

赤
金
星

　

本
月
の
運
気
は
、
砂
上
の
楼

閣
の
ご
と
く
い
つ
大
き
な
反
発

が
起
き
ぬ
と
も
か
ぎ
ら
ぬ
不
安

定
な
状
態
の
日
々
が
続
く
。
焦

り
は
禁
物
。
慎
重
に
落
ち
着
い

て
行
動
す
る
こ
と
。

　
　

八は
っ
ぱ
く
ど
せ
い

白
土
星

　

本
月
の
運
気
は
、
ま
す
ま
す
不

安
定
さ
を
増
し
て
く
る
。
大
事
な

事
柄
は
多
少
の
不
義
理
を
し
て

も
今
は
行
動
に
移
さ
ぬ
方
が
双

方
に
も
よ
い
。
こ
の
状
態
は
少
し

続
き
そ
う
。

※立春が新しい年の第１日となるため、１月と２月上旬生まれは前の年の運気とみます。 ～暦会館提供～～暦会館提供～

☆
一
白
水
星　

明
42
生
／
大
７
生
／
昭
２
、
11
、
20
、
29
、
38
、
47
、
56
生
／
平
２
、
11
、
20
生

☆
二
黒
土
星　

明
41
生
／
大
６
生
／
昭
１
、
10
、
19
、
28
、
37
、
46
、
55
生
／
平
１
、
10
、
19
生

☆
三
碧
木
星

三
碧
木
星　

明
40
生
／
大
５
、
14
生
／
昭
９
、
18
、
27
、
36
、
45
、
54
、
63
生
／
平
９
、
18
生

☆
四
緑
木
星　

大
４
、
13
生
／
昭
８
、
17
、
26
、
35
、
44
、
53
、
62
生
／
平
８
、
17
生

☆
五
黄
土
星　

大
３
、
12
生
／
昭
７
、
16
、
25
、
34
、
43
、
52
、
61
生
／
平
７
、
16
生

☆
六
白
金
星　

大
２
、
11
生
／
昭
６
、
15
、
24
、
33
、
42
、
51
、
60
生
／
平
６
、
15
生

☆
七
赤
金
星　

大
１
、
10
生
／
昭
５
、
14
、
23
、
32
、
41
、
50
、
59
生
／
平
５
、
14
生
、
23
生

☆
八
白
土
星　

明
44
生
／
大
９
生
／
昭
４
、
13
、
22
、
31
、
40
、
49
、
58
生
／
平
４
、
13
、
22
生

☆
九
紫
火
星　

明
43
生
／
大
８
生
／
昭
３
、
12
、
21
、
30
、
39
、
48
、
57
生
／
平
３
、
12
、
21
生

障
害
福
祉
の
各
種
手
当
・
制
度
の
対
象
と
な
る
方
は

な
ご
み
保
健
課
ま
で

心
身
障
害
者
扶
養
共
済
制
度

　

障
害
者
を
扶
養
す
る
方
が
そ
の
生
存
中
に
掛
け
金
を

拠
出
し
、
保
護
者
亡
き
後
の
障
害
者
の
生
活
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
方

　

障
害
の
あ
る
方
を
現
に
扶
養
し
て
い
る
保
護
者

●
障
害
の
あ
る
方
の
範
囲

　

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級
、
精
神
障
害
者
福

祉
手
帳
1
・
2
級
ま
た
は
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
方
、

も
し
く
は
障
害
の
程
度
が
こ
れ
ら
と
同
程
度
と
認
め

ら
れ
る
方

●
掛
け
金
（
新
規
加
入
の
場
合
）

　

９
、３
０
０
円
〜
２
３
、３
０
０
円
（
月
額
）

お気軽にご相談ください
　障害者が、地域で自立した生活が送れるよ
う、　地域生活における問題の改善や就労支援
など、障害者の相談窓口として活動していま
す。お気軽にご相談ください。
　若狭地区障害児・者自立支援協議会
　　☎５３・１２８６（事務局　若狭つくし会）

種
類

対
象
と
な
る
方

手
当
額
（
月
額
）

特
別
障
害
者
手
当

20
歳
以
上
で
、
心
身
に
重
度
の
障
害
を

重
複
す
る
か
、
単
一
の
重
度
障
害
で
あ
っ

て
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介
護

を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

２
６
、
3
４
０
円

障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
で
、
心
身
に
重
度
の
障
害
が

あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て
常
時
の
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
方

１
４
、３
3
０
円

特
別
児
童
扶
養
手
当

身
体
障
害
者
手
帳
1
級
〜
3
級
程
度

（
4
級
の
一
部
）
ま
た
は
療
育
手
帳
A

程
度
（
B
の
一
部
）
の
障
害
の
あ
る
20

歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

（
１
級
）
５
０
、５
５
０
円

（
２
級
）
３
３
、６
７
０
円

重
度
心
身
障
害
者

　
　
　
　

福
祉
手
当

身
体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
ま
た
は
療

育
手
帳
A
程
度
を
所
持
す
る
方

　
　

３
、０
０
０
円

な
ご
み
保
健
課 

☎
77
・
１
１
５
５

※
手
当
額
（
月
額
）
に
つ
い
て
、
平
成
23
年
4
月
1
日
か
ら
右
の
表
の
と
お
り
改
定
さ
れ
て
い
ま
す
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大飯発電所大飯発電所 出力 営業運転開始 発電電力量 発電日数

２号機２号機 117.5 万 KW 昭和54年12月 2,342.1億kwh 8,415日

１号機１号機 117.5 万 KW 昭和54年3月 2,195.6億kwh 7,941日

３号機３号機 118万 KW 平成3年12月 1,626.1億kwh 5,760日

４号機４号機 118万 KW 平成5年2月 1,615.0億kwh 5,695日

発電所の運転状況

※発電電力量および日数は平成 23年 4月末日現在の数値です。

　 　          第 15 回定期検査中

　　　第 24回定期検査中（調整運転中）

本格運転中

5月 6月

本格運転中

大飯発電所とぴっくす
　この度の東北地方太平洋沖地震により被災された方々やご家族をはじめ、関係する皆さま
に、心からお見舞い申し上げます。
　大飯発電所では、この地震により東京電力の原子力発電所で発生した事故を、同じ原子力
事業に携わる者として大変重く受け止めており、地震発生直後より全力を挙げて、地震、津
波に対する必要な安全対策について最優先で取り組んでいます。
　今回は、「東北電力の運転停止時の非常用発電設備トラブル事象を踏まえた原子力安全・保
安院のご指示」や「福井県安全対策検証委員会での検証結果」を踏まえ、更なる安全性向上
対策として追加した内容をご紹介します。

東日本大震災にかかる大飯発電所における対応について

平成23年

消防ポンプ及びホースの追加配備
タービン動補助給水ポンプによる原子炉冷却後、更に冷却
を実施するために、蒸気発生器へ水を供給するための消防
ポンプ及びホースを追加配備します。（平成23年 6月ま
でに配備予定）

外部電源、発電所受電設備他の強化
外部から複数の電源線で、受電が出来るよう検討し、発電所
内の開閉所などの電気設備の屋内設置や水密化を図るなど津
波対策を検討します。（中長期的に検討）

電動補助給水ポンプ駆動用の非常時の電源を確保
タービン動補助給水ポンプに加え、原子炉の冷却機能の多様化を
図ります。（平成23年 4月配備済）

使用済燃料プールの監視強化
水位・温度監視に必要な電源を非常用電源か
ら確保できるよう設備改善を実施。また、水
位監視のため監視カメラを設置します。（定
期検査で順次実施。）

免震事務棟を設置
津波により緊急時対策室が機能喪失した場合
に備え、津波、地震、耐放射線対策が図られ
た免震事務棟を設置します。（中長期的に検討）

運転員支援システムの導入
事故時にプラント状態や運転操作に必要な情報を提供す
る運転員支援システムを導入します。
中央制御盤取替の計画に合わせて実施
〔対象：大飯１、２号〕

訓練の実施
複数号機同時全交流電源喪失、一次冷却材配管の
破断などシビアアクシデントを想定した訓練、発
電所対策本部と作業現場などが連携した訓練等を
計画・実施します。（平成23年度中に計画）

非常用発電機を追加設置
原子炉１基当たり２台の非常用ディーゼル発電機を設置
していますが、更に非常用発電機を設置することで、定
期検査時の発電機の分解点検時などにおいても常時２台
の非常用電源を確保します。（中長期的に検討）

大容量ポンプの配備
タービン動補助給水ポンプによる原子炉冷却後、更に冷
却を実施するために大容量ポンプを配備します。（平成
23年12月までに配備予定）

海水ポンプモータ－予備品の保有
非常用ディーゼル発電機等、冷却に必要な海
水を確保するための海水ポンプのモーター予
備品を保有します。（平成24年3月までに配
備予定）

　使用済燃料
　　プール

冷却器   冷却
ポンプ

  原子炉
圧力容器

1次冷却材
　ポンプ

制御棒

蒸気発生器

原子炉格納容器

外部遮へい壁

蒸気を大気へ放出

  中央
 制御室

シール施工／水密扉への取替

  復水
タンク   純水

タンク
  淡水
タンク

開閉所
電気 電気

送電線

各機器へ

 海水
ポンプ

津波

防護壁設置

既存防潮堤のかさ上げ
（または陸上に防潮堤を設置）

扉

 　 蒸気
（タービンへ）

タービン動補助
給水ポンプ

非常用ディーゼル
　　発電機

 　 蒸気
（タービンへ）

福井県安全対策検証委員会等を踏まえた更なる安全性向上対策（追加対策）の概要



1515

大飯発電所とぴっくすな ご み

いきいき
  6月

まちの人口
平成23年 5月 1日現在　　（　）は前月比

なごみ保健課　☎ 77-1155 ㈹

保健福祉室　☎ 67-2000

小浜病院

■
　　 9 日㈭
　　 23 日㈭
■ 17日㈮
■ 14日㈫
■ 3日㈮
■ 16日㈭
■ 24日㈮
■ 　8日㈬・14日㈫・26日㈰

あっとほ～むいきいき館あっとほ～むいきいき館

福祉バス運行表
総人口　　　　　8,846　　　　　（＋ 14）

   男　　　　　　4,305　　　　　（＋　6）

   女　　　　　   4,541　　　　　（＋   8）

世帯数　　　　　3,160　　　　　（＋   4）

  5日㈰　 高浜病院

12日㈰ 　永谷医院

19日㈰　 高浜病院

26日㈰　なごみ診療所

戸籍の 窓 （敬称略）（敬称略）

平成 23年 4月 14 日から
 　  平成 23 年 5 月 10 日届出まで

赤ちゃん

たかさご

おくやみ

山本　 聖
き り と

翔　　  男　　 宏久・亜記　　　名田庄井上

滝下　 佳
か な

奈　　  女　　 義信・幸子　　　父子

桑田　 柚
ゆ な

菜　　  女　　 優二・千春　　　野尻

中嶋　 ももか　  女　　 英樹・晶恵　　　名田庄口坂本

中川　 さくら　  女　　 幸一・稔子　　　鹿野

網谷　 虹
に こ ら

幸良　  女　　 直晃・清美　　　南浦

木村　 遥
は る か

花　　  女　　 正人・和恵　　　犬見　　

細川　良子　　　81歳　　  女　　 名田庄口坂本

若泉　敏武　　　75歳　　  男　    青戸

田中　  司　　 　88歳　　  男　    名田庄挙野

中嶋　玉枝　　　81歳　　  女　    名田庄奥坂本

尾谷　すみ子　　80歳　　  女　    鹿野

 谷口　治彦　　　福谷
（小城） 有利子     （名田庄三重）

 山﨑　篤人　　　石山
（坂下） 知明        （大阪府）

お誕生おめでとうございます。元気にすくすく育ってください。

ご結婚おめでとうございます。いつまでもお幸せに。

ごめい福をお祈りします。

■
　　 2日㈭
■ 10日㈮
■ 毎週木曜日
■

22日㈬
23日㈭

■ 15日㈬
■ 8日㈬・26日㈰
■ 22日㈬

■納田終・井上・中地区 9日㈭ 17日㈮ 28日㈫

■坂本・西谷地区　　 2日㈭ 10日㈮ 21日㈫

■下久田・久坂・下地区 7日㈫ 16日㈭ 24日㈮ 30日㈭

■三重・小倉・美川地区 3日㈮ 14日㈫ 23日㈭
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編
集
後
記

編
集
　
企
画
課
　
TEL 0770-77-1111　

FA
X
 0770-77-1289　

E-mail kikaku@
town.ohi.lg.jp　

発
行
　
福
井
県
お
お
い
町
　
〒
919-2111　

福
井
県
大
飯
郡
お
お
い
町
本
郷
136-1-1

◆
平
成
23
年
5
月
24
日

広
報

▼
３
ペ
ー
ジ
で
特
集
し
た
、
う
み
ん
ぴ
あ

大
飯
で
の
結
婚
式
に
取
材
に
行
っ
た
際
の

出
来
事
な
ん
で
す
が
・
・
・
式
も
無
事
滞

り
な
く
終
わ
り
、披
露
宴
が
始
ま
り
、図
々

し
く
ま
だ
取
材
を
続
け
て
い
る
自
分
。
ま

る
で
参
列
者
の
よ
う
な
気
分
に
な
り
か
け

て
き
た
と
こ
ろ
で
、
ふ
と
我
に
返
り
、
大

阪
府
出
身
の
新
郎
の
ご
両
親
、
ご
親
戚
の

方
に
、「
是
非
、
お
お
い
町
と
ホ
テ
ル
う

み
ん
ぴ
あ
に
訪
れ
た
感
想
を
聞
か
な
け
れ

ば
」
と
、
宴
が
盛
り
上
が
っ
て
き
た
と
こ

ろ
で
、
了
解
を
得
て
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
順
調
に
感
想
を

聞
く
こ
と
が
で
き
、
何
と
か
仕
事
を
終
え

た
か
な
っ
と
思
っ
た
矢
先
、
予
想
し
て
い

な
か
っ
た
逆
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
…
「
こ
の

町
に
は
ア
ウ
ト
ド
ア
以
外
の
観
光
で
き
る

場
所
と
か
あ
る
の
か
し
ら
？
」
一
瞬
戸
惑

い
ま
す
が
、
し
か
し
広
報
マ
ン
た
る
も
の

即
座
に
回
答
で
き
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

「
き
の
こ
の
森
で
陶
芸
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
」
と
答
え
る
と
「
あ
ら
ー
、
私
陶

芸
好
き
な
の
、
明
日
時
間
が
あ
っ
た
ら

行
っ
て
み
る
わ
」
と
の
こ
と
。
セ
ー
フ
…

い
や
完
全
に
ア
ウ
ト
で
す
。
考
え
て
み
る

と
不
動
の
滝
や
野
鹿
の
滝
、
一
滴
文
庫
や

暦
会
館
な
ど
、
た
く
さ
ん
あ
る
の
に
、
す

ぐ
に
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
仕

事
は
、
町
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
。
そ
ん
な
わ
け
で
、
こ
れ
か
ら
取

材
以
外
で
も
時
間
が
あ
れ
ば
、
町
内
の
あ
ち

こ
ち
を
回
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
広
報
マ
ン

へ
の
道
は
厳
し
く
、
険
し
い
！
（
な
る
と
）

菅
の
峠\

宝た
か
ら
お尾
の
道

　

尾
根
筋
を
登
る
古
道
で
、
川
上
か
ら

古
代
山
岳
寺
院
伝
説
の
残
る
宝
尾
を
経

て
高
浜
町
の
日
置
へ
抜
け
る
、
歴
史
に

彩
ら
れ
た
峠
道
で
す
。
以
前
は
松
尾
寺

へ
参
拝
へ
向
か
う
人
も
こ
こ
を
通
っ
て

い
ま
し
た
。
落
葉
の
積
も
っ
た
歩
き
や

す
い
道
で
、
戦
後
し
ば
ら
く
ま
で
は
行

き
来
も
あ
っ
た
た
め
、
比
較
的
し
っ
か

り
残
っ
て
お
り
、
峠
付
近
か
ら
は
青
葉

山
を
眺
め
渡
せ
ま
す
。

　
　
　
　
　

写
真
・
文　
　

川
上
区

お
お
い
町
の
景
観

お
お
い
町
の
景
観

おおい町川上

こ
の
ペ
ー
ジ
で
は
、
お
お
い
町
景
観
30
選
に
応
募
さ
れ
た
景
観
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。


